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本研究は、家庭生活と職業生活の両立プロセスおよび夫婦を中心とする家族関係におけ

る要菌と、親自去の心理的健康との関連を検討し、さらに子どもの心理的健康への影響を

解明することで、現実の育児支援や仕事と子育ての両立に対して具体的な施策の提言を行

うことを大きな自的としている O その際菌果関係を明らかにするため、従来のような横断

的研究にとどまらず、出産前からの縦断的研究を行うこととするo 特に父親・母親双方を

対象に、妊娠・出産・子育て期を通じた緩断的調査を行うことにより、ストレスの発生機

序、および心理的健康・不健震への影響を解明しようとするものであるo なお、本研究は、

現在もデータを収集中であるため、今回は妊娠期の状況を大まかに捉えて報告するo 妊娠

中の夫婦の心理的健康震は、夫のほうが妻より有意に良好であり、夫の妊娠における変化

において、妻は、家事などの物理的なサポートに夫の変化がみられると感じていると同時

に、一方で夫はより一生懸命働くようになったと感じているo このように妊娠期における

夫の変先に対しても、すでに夫と妻の意識には差があることが示唆された。また、男性は

親となることの肯定的側面のみを意識し、女性は親となることの肯定的傑匡と否定的健面

の両面を意識していた。これらから、妊娠中から夫婦問で意識のずれがあることをお互い

認識し、そのずれに対してサポートしていくことが重要である。

研究背景

近年、育児困難を訴える母親の増加や育児ストレス

による精神疾患等が報告されるようになり、子膏てが

冨難な母親の増加が大きな社会問題となりつつあるc

このような状況をふまえて、子育てサポートセンター

の設重など子育てに関するさまざまな施設や活動の増

加と多様化を目指すことを百的に車生省が育児支援策

として、 f健やか親子21Jr新エンゼyレプランjなどを

打ち出しているo また、父親が予言児に参加することは、

子どもの社会性などの発達に重要な影響を与え(神原

2000)、さらに母親の満足感や育児不安の軽減をもたら

すことが明らかにされているく神原 2000、新田

1999)。父親の育克参加は母親、子どもにとって重要で

あり、母親のみならず、父親に対しても育児に関する

支援が必要である。

平成立年の国勢調査によると、共働きの世帯割合は

約28%と、女性の社会進出に伴い増加の傾向は続いて

いる。妊娠、出産、育児を行いながら仕事を継続して

いるものも多くいるため、仕事と育児の再立へのす

ポートは不可欠である。現代の仕事を取り巻く環境は、

労働市場の長期的な変化に加え、失業率の高水準推移

などの社会経済的な状況の中であるため、仕事と家庭

のバランスを函り精神的・身体的健康を維持すること

は、父親、母親共に益々重要な開題であるo (福丸

2004)0 

はじめて親になる男女が、親になる過程及び子ども

を養育していく過程は、「世話、生殖性jという発達課

題を経験していく過程であると同時に夫婦2人だけの

生活環境が大きく変化し親という新たな役割を担う事

に伴う様々な変化が起きる持期である(小野寺

2003)0つまり、仕事と家庭の複数の役割に従事する事

になるo このような多重役割辻、橿丸 (2000)、小泉

(1999)によると、成人類において心理的にも大きな

影響力を持つと報告している。多重役醤に関しての研

究の多くは、共働き世帯の増加を背景に既婚女性、特

に母親を対象に多重役醤遂行に伴って生じる両役割関
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の葛藤を検討している。福丸 (2003) によると、従来 長発達に加え家族関係の変容についても検討してい

の多重役割研究は、労働市場参入に伴って生じる既婚 し

女性の役割問葛藤に焦点があてられてきたため、研究

対象が母親に限られていたという問題点があると指摘

しているc つま号、或人男性の職場のストレス研究な

どは多いものの、家羅役割に主眼をおきつつ仕事役割

との椙互関保について検討するという研究は非常に少

ない。父親に対する多重役割の研究を行うことは、家

庭と仕事の再立過程における父親自身の心理的健康度

の促進という視点、を明らかにすることができると考え

るo さらに、夫婦単位に分析することにより、仕事と

家庭の両立過程における夫婦の相補性や夫婦間の関連

や家族関係に与える要菌を明らかにすることが可能と

なる。

多重役割の再立プロセスは、その入の置かれた状況

によって変化していくものであるため、出産以前の夫

婦関祭が出産後以降の家族関係、さらに心理的鍵康に

少なからず影響を及ぼすことも予想される(橿丸，

2003)0こうした点を踏まえると、精神的健康に影響す

る要因について一時点でのデータから因果関係を誰測

することは難しい。また多重役割の遂行における発達

的・肯定的な側面や精神的不鍵康からの回復は、経時的

変化を記述する方法によって初めて明らかになるo こ

れら考嘉すると、夫婦を対象に多重役割の両立プロセ

スを妊娠期から継続して検討していくことにより、現

実の育克支援や仕事と子育ての両立に対して異体的な

施策の提言を行うことができると考える G

目 的

本研究記おいて、父親、母親を対象に仕事と家庭の

多重役割と心理的健康との関連を検討するが、その際、

国果関係を明らかにするため、従来のような横断的研

究にとどまらず、出産前からの縦断的研究を行うこと

とする c つまり、家庭生活と職業生活の両立プロセス

におザる要因および夫婦を中心とする家族関係におげ

る要国と、親自身の心理的健康との関連を検討し、さ

らに子どもの心理的健康への影響を解明することで、

現実の青克支援や仕事と子育ての詞立に対して具体的

な施策の提言を行うことを大きな百的としている。特

に父親・母親双方を対象に、妊娠・出産・子育て期を

通じた縦断的調査を行うことにより、ストレスの発生

機序、および心理的鍵康・不鍵康への影響を解明しよ

うとするものであり、また父親・母親・子ども、とい

う家族システムにも焦点、をあてることで、親自身の成
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方法

1 )調査手.)1慎

平成14、15年度出産予定者の夫婦を対象に謂査を行

うため、東京都内 8ヶ所の保健所、埼玉県内 1ヶ所の

保健所、神奈川県?内 1ヶ所の病院の協力を得て、各機

関で行われている母親学級・両親学級の開催時に、研

究者が出向き、謁査の目的と概要を説明し、費需を受

けた上で参加者全員に調査用紙を配布した。謂査用紙

は夫用、妻用を 1セットとし、謂査の概要および研究

者の連絡先を記した挨拶状、返送用封筒とあわせて封

簡にいれ、 1世帯に 1蔀ずっとした。協力可能な場合

には、自宅で謂査用紙に記入してもらい、回収は夫と

妻それぞれ別の封筒に入れて郵送してもらった。

2 )調査時期

第 1次調査;妊娠中期から後期〈調査用紙配布期間:

平成14年 3月~平成15年10月)

第 2次調査;出産後約 6ヶ月

第 3次謂査;出産後約 1年。

以後、年に 1田ずつ質問紙を送付して調査を実施する。

3)対象

対象は上記機関の母親学級・両親学級に参加した、

平成14年度および15年度に出産予定の妊娠中の夫婦。

平成15年12月頃までに約800組の夫婦からデータを

得る予定だが、本研究ではその約 9割近くにあたる

データが得られているo

4)調査内容

第 1次謂査:心理的健康(抑うつ尺度およびGHQな

ど)、夫婦関f系、性役割観、家事分担比率、妊娠による

夫の変化、生まれてくる子どもに対する意識〈親にな

ることへの意識)、理想の親橡、 SES(人口統計学的冨

子)など。なお有職者には仕事役嵩における状況やイ士

事に対する意識、仕事と家庭の多重役割の状況やそれ

に対する意識など。

第 2次調査以降;第 1次調査時に加え、現在の親子

関係、育児分担比率、子どもの気質など。



平成15年度における研究

本研究は、現在もデータを収集中である。本年度中

に約800組の夫婦からデータを得る予定だが、本研究で

はその約9欝近くにあたるデータの分析を行ったc 詳

結な分析は全データがそろったところで行うことにす

る。そのため今回は妊振期の状況を大まかに捉えて、

心理的鍵康度、妊娠中の夫の変化、親になることにつ

いて、夫婦間の比較の結果を検討したので報告する。

結 果

に、GHQ-30を用いた。分析はGHQ-30のカットオフ値

により、。、 1点、としその合計得点、で、評倍したc

GHQ-30の夫の平均点は3.75土4.61(0------29)、妻は

ι82土5.23(0------28)であった。夫婦問の心理的健康度

の平均値を比較すると有意に差がみられた (t=

-3.983， pく.∞1)0 年齢による差は、夫、妻両者とも

みられなかった。また、妊娠時期による違いも、夫、

妻ともに認められなかった。

3 )妊娠中の夫の変化

妊娠期にお貯る夫婦問の家事分担に関して、男女比

較を行った結果をTable1に示しているcごみだし以外

の項目はいずれも妻のほうが分担の度合いが高い。

妻の妊娠中における夫の変化について、夫婦問に認

知の違いについて、 Figure1に示しているo その結果、

「妻の身体を以前より気遣うようになったJr他の子

どもに輿味がわくようになったjについては、夫婦の

差はなく、かつ共に高い得点、を示している G しかし、

夫の変化に対して、夫婦それぞれの受け止め方に違い

が晃られる項目もあった。妻は自分が妊娠してから、

夫が f家事を手伝うようになったJ、また f一生懸命働

くようになったj と強く感じる傾向があり、それに対

して夫の方では妻の妊娠によって、自分は f帰宅時聞

がはやくなったj、「妻の話をよく聞くようになったJ

と感じていることが示されたD

1 )対象

総配布数2442組のうち、自収数は、夫712入、妻873

人、今回は第 1田自謂査の第 1子妊張夫婦のみを分析

の対象とし、かつ不適切な自答を鈴いたため、有効自

答数は夫695入、妻859入であった。

対象者の在娠月数は中期から後期がもっとも多く、

妊娠初期 (5ヶ月未満)1.5%、中期 (5ヶ月以上8ヶ

月未満)63.3%、後期(8ヶ月以上)34.7%、不明0.5%

であった。平均年齢は夫が31.9歳(17------55)、妻は29.9

歳 (17------45)であった。夫の就業状況は常勤が87.5%、

非常勤5.5%、無職0.7%、その勉4%、不明2.3%、妻

の就業状況は常勤18.0児、非常勤15.7%、無職60.4%、

その他 1%、不明4.9%で、就業している入の職業は民

関72.7%、自営業16.6%、公務員10.7%だった 4)親となる意譲の夫婦の比較

夫の学霊法中・高卒20.6%、短・専門卒15.4%、大 親tこなる意識ではJ子どもを持つことで自分がより

卒52.8児、大学説卒10.2%、不明 1%、妻は中・高卒 柔軟になるだろうJCt=2.48， pく‘05)r子どもと一緒

17.8%、短・専門卒46.8%、大卒32.7%、大学院卒2.1%、 にいるのが楽しくなるだろうJ(t=2.27， Pく .05)では

不明0.6%だ、った。 妻に比べて夫の方が有意に得点が高く、他方、 f自分の

経験が豊かになるだろうJ(tニ -4.94，pく .001) r子
2 )妊娠期の夫婦の心理的健康度 育てによって忍酎強くなるだろうJ(t二一2.07，

妊娠中における夫婦の心理的健康度を把握するため pく .05)r子育てによって人を思いやる気持ちが強く

夫

妻

。%

.~24 

国 25"'29

璽 30"-'34

図 35"'39

口40

50% 

Figure 1 対象者の年齢

100% 
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夫

妻

E常義

自非常勤

璽無職

~その他の有職

口不明

O'Jら 20弘 40'Jも 60缶 80弘 100弘

Figure 2 夫婦の就業の状況

夫

妻

O~も 20% 40% 60~も 80%

Figure 3 夫嬉の学歴

Table 1 家事分担の夫婦比較

.中高卒

困短・専門卒

園大卒

園大学院卒

口不明

100% 

(SD) 

家事参加の項目 夫 妻 t {i室
買い物をする 1.99 く 4.27 53.89指命第

(.89) (.78) 
食事をつくる 1.39 く 4.65 89.71*** 

(.73) (.71) 
食後の後片付けをする 1.95 く 4.22 40.40**本

(1.14) (1.08) 
ごみを出す 3.10 〉 2.99 -2.33* 

(1. 53) (1. 57) 
掃除をする 1.82 く 4.30 49.16*** 

(1.02) (.96) 
洗濯物を子したりたたんだりする 1.67 く 4.48 63.13*** 

(.92) (.84) 

なるだろう J(t=-2.54，p<.05)r子どもに対していら

いらすることが多くなるだろうJ(t=-ll. 05， 

pく .001) r子どもを持つと精神的に抹まらないだろ

うJ(t=-8.20， Pく .001)r子育てで我が家の経済的な

負担が重くなるだろうJ(t=-4.70， pく .001)r環境的

に子育てしにくいだろう J(t=-3.11， Pく.01)におい

ては夫より妻の方が有意に高かった。

理想の親録では、「明るいJ(t=-5.50， pく .001)rお

おらかなJ(t=-2.15， Pく .05)r温かいJ(t=-2.92， 

4 

* .ρく .05' ***.ρ く .001

pく .01)で妻の方が有意に高く、「薮搭なJ(t=5. 27， 

pく .001)で夫の方が有意に高かった。

理想、の親子関係では、「子どもとー籍に喜びを分かち

合いたいJ(t=-4.03， pく .001)r子どもの気持ちを大

切にしたいJ(t=-2.89， Pく.01)において夫より妻の

方が得点が高かった。これに対して、「子どものことは

親が主導権を握りたい」仕=3.48，pく .001)r子どもの

ことは{可でもコントロールしたいJ(t=2.61， pく.01)

においては妻より夫の方が高かった。こうした結果か



妻の身体を以龍より気遣うようになった

家事を手缶うようになった

掃宅時障が阜くなった
安*

妻の話をよく聞くようになった

他の子どもに興味がわくようになった

より一生懸命に働くようになった

。弘 20~ら 40% 6mも

Figure 4 妊娠中における夫の変化

子どもを持つことで邑分がよザ柔軟になるだろう

自分の経験が豊かになるであろう

子育てによって忍耐強くなるだろう

子育てによって入を思いやる気持ちが強くなるだろう

子どもと一緒にいるのが楽しくなるであろう

子どもに対していらいらすることが多くなるだろう

子どもをもっと稽神的に体まらないだろう

子育てで我が家の経済的負担が童くなるだろう

環境的に子育てしにくいだろう

。 2 

Figure 5 親となる意識の夫婦比較

明るい

おおらかな

厳格な

温かい

9 2 3 

Figure 6 理想、の親像の夫婦比較

ら、妻は子どもと d請緒的つながりとコミュニケーショ

ンを多く持ちたいと考える一方で自分自身の考えや世

界を大切にしたいと考えていたc 夫は子どもを指導・

統制する関保性を重視していた。

* 

合

国
*宏

80きも

3 

4 

100% 
合 :pく0.5
対 :pく0.01

*: pく0.001

E 
4 5 

:pく0.5
帥:p<0.01 

*** : p<0.001 

国
:pく0.5

柑:p<0.01 
*** : pく0.001
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子どもと一緒!こ喜びを分かち合いたい

子どもの気持ちを大切にしたい

子どものことは親が主導権を握りたい

子どものことは何でもコントローんしたい

。 2 3 

国
4 

会:p<0.5 
帥 :pく0.01
*** : pく0.001

Figure 7 理想の親子関係の夫婦比較

考 察

本研究の対象者の母親年齢は第 1子出産年齢の全国

平均とほぼ同じであった。また、第 1回21世紀出生児

縦断調査によると、第 1子出産 1年前に就業している

母親は全国で24.6%と報告されているが、本研究の対

象者の母親は常勤、非営勤の合許33.7%と全国平均よ

り高い傾向であった。これは南関東に在住している母

親であり、地域別に報告している21世紀出生児縦断謂

査のものと同様に全国平均より高い傾向にあると考え

られる。つまり本調査の対象者の母親は全国大規模謂

査である21世紀縦断調査で報告されている 1月出生児

の母親の就業形態の南関東在住のものとほぼ同様であ

るo

妊娠中の夫婦の心理的健康度は、妻側の研究が多く

報告されているo その中で、妊娠顛の女性は両信的感

情や不安を多く持っておりストレスの多い葛藤に溝ち

た情緒的状態であり、一般成人女性に比べて不安のレ

ベルが高いことが指摘されている(我部山 1994、新

道 1990)。妊娠期の女性の心理的健康度は、特に不安

について検討されているものが多い。本研究では心理

的健康度を不安のみで評価せず、縦断研究を行うにあ

たり、一般的な心理的健康度を評寵するために、

GHQ-30を用いたc その結果、夫との有意差が認めら

れたが、これ辻妊娠期の女性が持つ特有の心理状況を

反挟していると考える G また、]11田(1988)、松岡(2002)

らは、妊娠時期における心理状態の違いについて検討

しているが対照群が異なるため、同ーの見解を示して

いない。本研究の対象者誌60%以上が妊振中期であり、

時期による検討誌十分できなかったが、妊娠時期によ
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る変化は、家族の発達過程も含めて検討していくこと

が今後の課題となるのであろう o

乳幼児を持つ母親にとって、父親からの物理的・清緒

的サポートが重要な意味を持っていることは、既に多

くの研究が指揺するところでるる。特に父親の?青緒的

支援行動は、育児中の母親の心身を安定させ、育児を

充実させることにつながり、母子関の愛着も安定する

傾向にあるといわれている(大白向 1981、首藤1997)0

本研究む結果において、夫は妻の妊娠によって仕事を

阜く切り上げ、かつ家では妻の話にも耳を額貯る、な

どの構緒的サポートも行っているという夫自身の自己

評儒に対して、妻のほうは夫ほどにはそういった変化

を感じていないことがうかがえた。すなわち妻は、家

事などの物理的なサポートにおいて夫に変化がみられ

ると感じていると問時に、一方で夫はより一生懸命観

くようになったと感じている。このように妊娠期にお

ける夫の変化に対しても、すでに夫と妻の意識には差

があるととが示唆された。中山 (2003)は1歳 6ヵ月

児をもっ母親を対象に父親と育鬼をともにしている気

持ち〈育児共同感)と父親の育克支援行動との関連を

検討している。父親の清緒的支援を感じている母親や、

母親から父親へ↑青緒的支援があるもののほうが育児共

同感を多く持っていた。また、藤原 (1997) は1歳を

過ぎると父親の行動と母親の期待との差が増加してい

く領向にあるといわれている。これらから、妊娠中か

ら夫婦問で意識のずれがあることをお互い認識し、そ

のずれに対してサポートしていくことが重要である G

親になることに意識の変化に関しての夫、妻の比較

においては、夫は親となることの肯定的関酉のみを意

識し、妻は親となることの肯定的側面と否定的側面の

両面を意識していた。これらは先行研究(小野寺



2003) と胃撲の結果であった。こうした意識は理想、の

親橡、理想の親子関採にも表れており、男性は伝統的

な父親イメージを持ち、子どもとの関係で権威や指導

を重視していた。地方、女性は母親として子どもを温

かく見守るようなイメージを持ち、情緒的つながりと

親密なコミュニケーションを望む一方で、子育ての実

質的な負担を懸念し、むしろ自分自身を大切にしたい

と考えていた(小泉 2004)0 

以上、妊娠期の夫婦を対象に、対象者の概要、心理

的鍵康麦、家事分担、妻の妊娠による夫の変化、親に

なることの変化などについて検討してきた。現在妊娠

中の全データは分析中であり、出産後6ヶ月時のアン

ケートも配布、国取を行っている D 縦断研究により分

析を続ザることにより、妊娠から出産後の夫婦の役割

変化などが分析でき、現実の育児支援や仕事と子育て

の両立に対して異体的な施策の提言ができると考え

るD
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